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施設設備の改修事業  （別資料） 

〔１〕 合宿所のリフォームによる「地域・教育交流会館」の設置        【１，８１６万円】 

 （１） 合宿所の状況 

   ・  Ｈ２年 3 月竣工、鉄骨コンクリート 2 階建て 延べ面積 276 ㎡ 校地の北東に位置する。 

・ 新入生のクラス宿泊研修やクラブ活動の合宿施設を目的に全県立高校に建設された。 

・ その後、クラスの宿泊研修は行われなくなり、シャワーの故障などがありクラブの合宿などでも利用

されなくなり久しい。 

・ 近年は、弦楽器部・百人一首部・軽音楽同好会の練習場所として使われている。 

・ 屋根・外壁は傷んできているが改修は行われていない。内部もトイレや食堂は使用可能だがボイ 

ラーは使えない。内部の改修も行われていない。 

・ 今後県としても改修や用途については見通しがない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 改修後の使用目的 

   ・ 生徒の放課後や休日の学習室としての利用。（桂雪アカデミー等） 

・ クラブ活動場所の確保 

・ 地域教育や学校教育のための交流場所・会議等の利用 

・ 休日等の教育文化活動場所 

・ 同窓会関係資料保管・展示場所 

・ その他 

 （３） 改修内容   ① 既存の屋根の上にカラー鉄板葺き    

② 外壁新規吹付塗装    

③ 1階ホール改修（シャワー室・管理室の撤去と床のフローリング化・壁天井張り替え） 

          ④ 2 階畳部屋改修（押し入れ撤去、床フローリング、壁天井張り替え） 



〔２〕 弓道場の外壁・内壁・床の改修                             【８１４万円】 

（１） 弓道場の状況 

・ Ｓ48 年 11 月に落成 鉄骨・トタン張り、内壁なし  第 2 グラウンド南西に位置する 

・ 飯山北高校７０周年の際に、第２グラウンド造成（県の事業）および体育施設の建設（同窓会・ＰＴＡ） 

で行い、県に寄付採納したと推測される。 

・ 県立高校の規格より大分大きい。 面積 １３.0ｍ×9.1ｍ=118.3 ㎡ 

・ Ｒ元年 9 月に浸水し、床の傷みが激しく、壁材のトタンもさびて穴あき状態 

・ 屋根は数年前に塗装した。雪は落下式。 

・  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 改修目的 

・ 外壁の改修により、建物の維持・保全を図る 

・ 内壁を板張りにすることによって、外気の侵入を防ぎ、暖房効率の向上を図る。 

・ 照明のＬＥＤ化により、照度の向上を図り、生徒の視力低下への影響を防ぐ 

・ 教育環境として望ましい環境に近づける 

（３） 改修内容 

① 外壁の張替え    

②内壁無垢板張り   

③一部床張り替え   

④照明のＬＥＤ化 

 

 

 

 



〔３〕 第 2 グラウンドのトイレ新設                             【１，００３万円 】 

（１） トイレの現状 

・ 現在弓道場の外、南側に付帯 （男子小便器２、個室和洋１ずつ 水洗 男女共用） 

・ 女子が入りにくい。女子ソフトボールやテニスの女子は学校まで戻ってトイレに行くようにしている 

・ 水回りの設備は修繕しながら使用している状況。冬期間は水栓を閉めて使用不可となる。 

・ 第２グラウンドで活動する女生徒の数が増えており、不自由な活動状況である。 

・ トイレの建物はブロック造りで、弓道場からの落雪により、横方向への強い力が加わり損傷する 

可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２） トイレ新設の要望 

   ・ 木造平屋・男女別のトイレ・男子小２、大１・女子個室３  

・ グラウンド倉庫と現トイレの間に建設 

・ 片屋根の落雪方式 乾式トイレ 

 

※  県に建設の陳情を行うことで、県予算で建設することが実現可能か？ 


